

















































gleich zu werden getrachtet「彼ら (卒申々 )と等
しくなろうと欲 し,等しくない事に甘んじなけれ
tゴ,」 ヽヽrenn einer,覇/ie sie,se,η will und
niCh/Ungleiches dulden,などの詩句がそれを
示している。しかし,神々 は英雄 と人間と死すべ
きものたちを必要としている事が歌われ,さすら
いの果てに,運命 との争闘の末に,彼(ライン)
は静かに休らう事ができると言っている。「分相応
の運命を見出したものは,」 welcher fand/Ein
郡〆ohlbeschedenes Schiksaal, という:寺わ]がここ
では重要な役割をしていると思われる。詩想と詩
調はここから大きく転換し, もはやライン河につ
いての具体的な事は何一つ述べられない。
第四段は唐突に「私は今半神たちの事を思う」
HalbgOtter denk'ich jeztで始まって,半卒申達の
一人 と見なされているルソーを歌い,讃えて,第
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